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　6 月 21 日、船引町ＪＲ磐越東線友の会（吉田美政会長）は、お座敷列車「ふるさと号」特別
列車（写真左）で、ＪＲ磐越東線と水郡線を利用し、茨城県大子町の袋田の滝見学と温泉旅行
を行い、約 70 人が参加しました。
　この旅行は、船引駅・磐城常葉駅・要田駅の活性化と観光振興を目的に、毎年実施されてい
ます。今年は磐越東線（郡山駅～小野新町駅）が開業して 100 周年にあたることから、鉄道の
歴史、当時の工事技術、開通による田村地方の産業発展などを参加者で確認して研修しました。
　参加者は、車窓からの景色を眺めたり、カラオケを楽しんだり、お座敷列車ならではの旅を
満喫しました（写真右）。

お座敷列車で旅を満喫船引町ＪＲ磐越東線友の会

　6 月 23 日、平成 27 年度高齢者学級「あ
ぶくま大学」の開講式と第 1 回学習会（先
崎寿容学級委員長）が開かれました。
　今年度の入学申込者は現在 88 人で、
当日は大雨の中、33 人が出席しました。
　学習会では、田村警察署小野分庁舎交
通係の協力により、道路横断システムを
使用し、安全な横断の仕方を体験しまし
た。また、本署復興支援課と滝根駐在所
合同による「なりすまし詐欺被害防止」
の寸劇を鑑賞し、犯行の手口を学習しま
した。

あぶくま大学 事故や犯罪にあわないために

元気に町内をウォーキング
　6 月 27 日、大越ふれあいと秩序の広場で、大越まちづくり協議会（菅野輝夫会長）主催による「2015
元気づくり事業 第 4 回ふれあいウォーキング」が開かれ、曇りの一日でしたが、約 500 人が参加しました（写
真左）。今年は大越まちづくり協議会設立 5 周年記念イベントと磐越東線ＪＲ大越駅開業 100 周年記念イベ
ントも同時開催され、例年以上に盛りだくさんのイベントとなりました。
　鬼五郎幡五郎太鼓、大越ＡＫＢ 84、バルーンアート しゅうちゃん、ぱちっこりんお笑いライブ、郷人の
よさこい演舞（写真右）などが披露され、歓声がわき起こりました。ウォーキング完歩者にはお楽しみ抽選
カードが渡され、菅野会長による抽選でエンディングを迎えました。

安心・安全に貢献した方々を表彰
　6 月 28 日、市文化センターで、
第 11 回消防協会田村支部幹部大会
が開かれました。
　長年消防活動に従事している団員
の功績をたたえ、福島県知事表彰、
日本消防協会長表彰、福島県消防協
会長表彰が伝達されるとともに、田
村支部長表彰が授与されました。
　支部長表彰では、功績章、精績章、
精勤章のほか、消防協力団体として、
地域の安心・安全のために消防活動
に深いご理解をいただいている㈱白
石モータース様に感謝状と記念品が
贈呈されました。（写真）

消防協会田村支部幹部大会

ふれあいウォーキング

ふるさと都路会総会 ふるさとの絆を胸に
　ふるさと都路会（渡辺晃会長）
の第 17 回総会が 6 月 28 日、東
京都台東区上野のホテル・パー
クサイドで開かれ、会員・来賓・
市関係者合わせて約 50 人が出席
しました。
　総会では、事業・決算報告と事
業計画・予算および新役員が承認
されました。議事終了後、市の幼
児・教育施設への本の寄贈目録
が、渡辺会長から冨塚市長に手渡
されました。この寄贈は、会員の
募金により毎年行われています。
　総会終了後の懇親会では、恒例
のジャンケン大会が行われ、豪華
な賞品を前に盛り上がりました。

二輪車安全運転大会

全国大会に向けて決意を新たに
　第 39 回二輪車安全運転福島県大会 個人
の部 女性クラスで優勝した白石茜さん（常
葉町）が 6 月 30 日、市役所を訪れ、冨塚
市長に優勝を報告しました。白石さんは、
8 月 1 日・2 日に開催される全国大会に、
県代表として出場します。
　冨塚市長から「市にとっても名誉なこと。
全国大会でも頑張ってください。」と激励
金が手渡され、白石さんは「精一杯がんば
ります」と全国大会への決意を新たにして
いました。
　また、個人の部 20 歳未満クラスで第 2
位に入賞した戸澤怜士さん（常葉町）も、
全国大会に県代表として出場します。


